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1.は じめに

私は2002年4月1日 か ら2003年3月29日 まで1年 間,創 価大学か ら派遣 さ

れてアメ リカ合衆国(以 下,ア メ リカと略称)ニ ュージャージー州立 ラ トガ

ース大学地球的変化統御セ ンターで訪問研 究員 として研究す る機会 を与え ら

れた。私のアメリカ訪問は1973年 に同国国務省 の招待で初めて50日 間同国に

滞在 して以来10回 目である。(1)

私 は小学校(当 時は国民学校 と称 していたが)時 代 か ら人間の歴史に興味

を抱 き,学 んで きた。1945年8月15日 の第二次大戦終結後はこれか らの世界

はどのようになるのかに関心 を持ち,1952年 に大学で国際関係 を研究 し始め

た時に地域研究の対象 として私 ば躊躇 な くソヴェ ト社会主義共和 国同盟(以

下,ソ ヴェ トと略称)を 選んだ。中華人民共和 国は生 まれたばか りであ り,

社会主義 ・共産主義 と言 えばソヴェ トの時代 であった。私が共産主義や ソヴ

ェ トに関心 を持ったのはあの戦争中に世界各国において もっ とも勇敢 に命 を

賭 して戦争 に反対 したのが共産主義者であったか らである。

私 はソヴェ トの経済 と政治 と社会,ソ ヴェ トを中心 とする国際関係,と く

にソヴェ トとアメリカの関係 を研究するとともに両社会の比較研究 を始めた。

その後,大 学 において国際関係論 とともに国際社会論 を担当するようにな り,

さらに研究領域を広 げ,中 国 と日本 を加えて四つの社会 を比較す るようにな

った。ソヴェ トは社会主義の先進国,中 国はその後発国,ア メリカは資本主
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義の先進国,日 本 はその後発国。 これ らの社会 を比較研 究することに よって

地球社会の将来 を予測で きるのではないか と考 えたか らである。

私はすでにソヴェ トの内政 と外交の諸問題 ソヴェ トと中国 との関係,ロ

シアとアメリカとの関係,ロ シア社会 とアメ リカ社会 との比較 については一

連の研 究結果 を発表 している。(2)

現在私が取 り組んでいるのは21世 紀 にふ さわ しい地球社会論の確立である。

本稿はその一環 として現代 において唯一の超大国と言われるアメリカを取 り

上 げ,ア メリカはいかなる社会であるのか を検討 したい。最初 にラ トガース

大学 と日本 との関係 を紹介 し,つ いでアメ リカの歴史 を振 り返 りなが ら奴隷

制の問題 ステー トと同盟 との関係,人 種 ・宗教 ・貧富の問題 政治 と外交

の問題 などを考察 し,ア メリカはまだ未成熟 な発展途上の社会であることを

明 らかにしたい。

2.ラ トガース大学 と日本

私は今 回,当 初ニュー ヨー ク市 にあるコロンビア大学ハ リマ ン研究所で研

究す る予定であった。 ところが,1996年9月 に同研究所で研 究 した ときにお

世話になったモーティル教授がニューアーク市 にあるラ トガース大学 に新設

された地球的変化統御セ ンターに移 られたので私 もこのセ ンターで研究す る

ことになった。セ ンター とい うので研究セ ンターであるのか と思っていたが,

実際は地球問題についての修士 と博士の学位 を授与する独立 した大学院であ

った。

私はこのときまでラ トガース大学のことをよく知 らなかった。お世話にな

ることが決 まって調べてみて,こ の大学が 日本 と大変ゆか りのある大学であ

ることを知った。

ラ トガース大学 はアメ リカが まだヨーロ ッパの植民地であった1766年11月

10日 に時のグレー トブリテンとフランスお よびアイルランドの国王 ジ ョージ

三世の特許状 によってクイ ンズ ・カレッジとして発足 した。実際にニューブ

ランズウィックに開学 したのは1771年11月 のことであ り,ア メリカで8番 目

に古い歴史 を持つ大学である。同大学 を創 ったのはニュー ヨークに本部のあ

るオランダ改革派教会であった。
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その後1825年 に独立戦争時に大尉 として活躍 したニュー ヨークの富豪ヘ ン

リー ・ラ トガースが大学の評議員 として多額の寄付 をして学校の発展 に尽 く

した功績 をたたえて校名はクインズ ・カレッジか らラ トガース ・カ レッジ と

改名 された。1864年 にはカレッジはニュージャ.___ジー州か ら土地を提供 され

る学校 として認定 され,1924年 にはカ『レッジはユニバ.___シティー一とな り,ラ

トガース大学 となった。 さらに1945年 と1956年 の法的措置によって大学は正

式にニュージャージー州立大学 となった。

ラ トガース ・カレッジと日本 との関係が生 まれたのは19世 紀後半の幕末の

ことである。オランダ改革派教会 はオランダ生 まれでニューヨークのオーバ

ン神学校 を卒業 した教育者で宣教師の フルベ ッキを1859(安 政6)年 に開国

に向か う日本に派遣 した。 フルベ ッキは長崎で英語 を教え始めた。そのなか

に熊本藩の開明的政治家横井小楠の二人の甥,横 井左平太 と横井大平がいた。

彼 らはアメ リカ留学 を希望 し,鎖 国の禁 を犯 して伊勢佐太郎,沼 川三郎 の偽

名で1866(慶 応2)年 に日本 を出国 した。幕府 はその直後,1866年5月21月

(陰暦4月7日)に 海外渡航 を解禁 した。

二人は同年秋 にニュー ヨ.___クに着 き,フ ルベ ッキの紹介状 を持 って改革派

伝道局を訪ねた。二人 はニューブランズウィックのラ トガース ・カレッジの

予備校 であるグラマー ・ス クールで学ぶことになった。 日本か らのニ ューブ

ランズ ウィックへ の最初 の留学生である。 しか し,彼 らは病気やその他の理

由で明治初年には帰 国 し,そ の後 まもな く亡 くなっている。

ラ トガース ・カレッジへの最初の留学生 は同 じく長崎でフルベ ッキか ら英

語 を学んだ福井藩 出身の 日下部太郎であった。彼は正式の海外旅行免状 を持

って1867(慶 応3)年2月 にアメ リカに向かい,ラ トガース ・カレッジに正

式に入学 し,優 秀 な成績で卒業す ることになったが,不 幸 にして卒業直前の

1870(明 治3)年4月13日 に結核 で亡 くなった。26歳 であった。若 くしてア

メ リカの地で亡 くなった 日下部を含む7人 の留学生 と幼い女児一人の墓 は今

もニューブランズウィックに立っている。

日下部 との縁 で現在ではラ トガース大学 と福井大学 との間で学術交流が進

んでお り,日 本 とアメ リカの両国研究者 によるシンポジュームな どが実施 さ

れている。(3)



4

3.先 住民の共同体 からヨーロッパの植民地を経 て独立国家へ

南北アメリカ大陸には遠い昔か ら人間が住んでいた。最初の人間はお よそ

3万 年前,当 時地続 きであったベー リング海峡をこえてアジアか らや って来

た といわれてい る。彼 らは長い年月 をかけて北 アメリカか ら中央 アメ リカ,

南 アメ リカへ と広が ってい き,中 南米ではアステカ帝国やインカ帝国などの

国家 をつ くったが,北 アメ リカでは人々は部族 ごとに分かれて住み,国 家 を

つ くらず共同体 のなかで生活 していたといわれている。

1492年 にコロンブスがアメリカに到達 した ときに北 アメリカに何 人の人が

住んでいたか についてはさまざまな説が あ り,90万 人か ら1800万 人 と大 きな

開 きがある。(4)

そ こヘ ポル トガル,ス 尽イン,フ ランス,オ ランダ,ス ウェーデン,イ ギ

リス,ロ シアな どのヨー ロッパ大陸の人 々が移 り住んだ。

イギ リスによる本格 的な植民 は17世 紀初めに始 まった。1607年 に最初の植

民地がつ くられ,未 婚 の女王エ リザベスに捧 げてバ ージニァと名付 けられた。

1620年 にピュー リタンの一団が信教の 自由を求めてメイフラワー号で到達 し,

プ リマス植民地をつ くった。マ ンハ ッタン島は1626年 にオランダ人がわずか

な贈 り物で先住民か ら入手 し,ニ ューアムステルダムと名付 けた。 この地域

一帯 はオランダの植民地であ り
,ニ ューネーダーラン ドと呼 ばれていたが,

1664年 にイギ リスが オランダか らこの地域一帯を奪 ったあ とニューアムステ

ル ダムはニュー ヨークと改称 され,ニ ュージャージーやデラウェアなどはイ

ギ リスの植民地 となった。

ペ ンシルベニアはクエーカーのウィ リアム ・ペ ンが1681年 に国王チ ャール

ズ2世 か ら譲 り受け,開 拓 した ところであった。1682年10月 にペ ンは大西洋

をこえてアメ リカの地に立ち,そ の地 をギリシャ語で友愛 を意味す るフィラ

デルフィアと名付 けた。最初の入植者たちはデ ラウェア川の土手に開いた洞

穴で暮 らしていた。ペ ンが二度 目に訪れたのは1699年 であった。フィラデル

フィアは人口1万 人の豊かな港町にな り,人 々の多 くは川の近 くのレンガ造

りの家 に住 んでいた。

1733年 にはジ ョージアに植民地が建設 され,植 民地の数は13に なった。イ
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ギ リスの勢 力 が 増大 す る なか で フ ラ ンス との対 立 が激 し くな った。 つ い に

1755年 に植 民 地 の 境 界 を め ぐっ て イ ギ リス とフラ ンス の問 で戦 闘が 始 ま り,

翌1756年 に は イ ギ リス が フ ラ ンス に宣 戦 を布 告 し,ヨ ー ロ ッパ の 国 々 も巻 き

込 ん だ7年 戦 争 とな っ た。 こ の戦 争 の結 果,フ ラ ンス は カ ナ ダ と北 ア メ リ カ

の多 くの植 民地 を失 い,代 わ っ て イ ギ リス が これ を領 有 した。

多 額 の戦費 に よる財 源難 に苦 しんだイ ギ リス本 国 は植 民地 ア メ リカに税 金

を課す る こ とに した。1764年 に砂 糖 税 法,1765年 に 印 紙 税 法 が 施 行 さ れ た 。

植 民 地 の住 民 は これに反対 し,1774年 に は ジ ョー ジ ア を の ぞ く12の 植 民 地 の

代 表 が フ ィ ラ デ ル フ ィ ア に集 ま り,第1回 大 陸 会 議 を 開 い た。 イ ギ リス 本 国

とア メ リカ植 民 地 の対 立 は激 化 し,1775年 に は つ い に武 力 闘 争 に発 展 し,

1776年7月4日 の 第2回 大 陸 会 議iは独 立 を宣 言 す る に至 っ た。 宣 言 は 「アメ

リカの13の 連 合 した ス テ ー ト(thethirteenunitedStatesofAmerica)」 の

名 で 発 表 さ れ た 。 ユ ナ イ テ ド ・ス テー ツの初 登場 であ る。1783年 に イ ギ リス

は ア メ リ カの 独 立 を承 認 した。(5)

4.今 も続 く人種分離主義者 と奴隷制廃止論者の抗争

アメリカのジャーナ リス ト,マ イケル ・リン ドは1995年 に出版 した著書

『次のアメリカ国家 二新 しいナシ ョナ リズム と第4の アメ リカ革命』でアメ

リカ社会 は三つの革命 または戦争 によって三つの国家 を経験 し,今 や四つ 目

の革命に直面 していると主張 している。

第1の 革命は独立革命であ り,国 家は1789年 か ら1861年 までのア ングロ ・

アメリカ共和国である。人種 的にはアングロ ・サ クソンとアングロ ・ゲルマ

ニ ックか ら成 るコミュニテ ィであ り,市 民宗教 はプロテス タン ト・キ リス ト

教であった。ユダヤ人や黒人は言 うに及ばず アイルラン ド系 アメリカ人のカ

トリック ・キリス ト教徒 も真のアメ リカ人か否かが問われた時代であった。

第2の 戦争は南北戦争であ り,国 家は1875年 か ら1957年 までのユーロ ・ア

メ リカ共和 国である。1861年 か ら1865年 までの南北戦争 とその後の復興期 を

経て19世 紀後半か ら20世 紀初 めにかけて ヨーロッパか ら多数の移民が アメリ

カに来た。アメ リカはヨーロッパ系 中心の社会 となった。 もはやプロテスタ

ン トとかカ トリックとか は問題 にな らず,ユ ダヤ教 をふ くむユ ダヤ ・キリス
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ト教,キ リス ト教全般が受け入れ られるようになった。

第3の 革命 は1950年 代か ら1970年 代 にかけての公民権革命であ り,国 家 は

1972年 以降の多文化 アメ リカ共和 国である。アメ リカはすでに凝集 した一つ

のナシ ョナル ・コミュニティではな く,白 人,黒 人,ヒ スパニ ック,ア ジア

太平洋諸島民,ネ イティブ ・アメリカンとい う人種 によって規定 される五つ

のナシ ョナル ・コミュニティか ら成 る社会である。宗教 に代 わって世俗の哲

学がその地位 を占めている。

リンドはさらに第4の 国家 として トランス ・アメリカ共和国を想定 し,皮

膚の色が無視 され,ジ ェンダーについて中立的な個人の権利が擁護 される体

制 を考 えている。(6)

以上の リン ドの説 に加 えて私 はこれ らの国家は奴隷制 と人種差別,男 女差

別の観点か ら次のように特徴付 けられると考 えている。

第1の 共和国では奴隷制 と人種差別,男 女差別が公然 と存在 した。1776年

の独立宣言で唱われた 「すべての人 は平等 につ くられる」 とい うすべ ての人

は白人の男性 だけであ り,そ のなかには黒人は もちろんのこと白人の女性 も

入っていなかった。1787年 に制定 された憲法では奴T'制 のことは一言 も触 れ

られていないが,憲 法制定の段階で奴隷制 を廃止 していたのは5の ステー ト

だけであ り,残 りの8の ステー トでは奴隷制が存在 した。人口のもっとも多

かったバージニアでは総人口69万1737人 のお よそ40%を 占める30万 人ほ どが

黒人奴隷であった。初代大統領 ワシ ン トンはこの地の人であ り,彼 自身 も奴

隷 を持 っていた。第14代 大統領 までの14人 の大統領のうち9人 が奴i隷所有者

であった。⑦

人ロは1790年8月2日 現在392万92ユ4人 であったが,1860年6月1日 には

3144万3321人 に増 えていた。(8)

第2の 共和 国では合衆国憲法 により奴隷制が禁止 され,黒 人にも選挙権が

与え られたが,実 質的には人種差別 は存続 し,投 票権 は制限された。アメリ

カ合衆国議会 は1865年2月 に奴隷制の存在 を認めない憲法修正第13条 を可決

し,1866年6月 に合衆国で生 まれた者,合 衆国に帰化 した者,合 衆 国の管轄

権 に服 くす る者をすべて合衆国 と居住する当該ステー トの市民 と認める憲法

修正第14条 を可決 した。 この修正第14条 は1868年7月9日 に発効 した。 さら
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に1870年2月3日 に人種,皮 膚の色,か つての奴隷の身分 を理由 として投票
ノ

権 を拒否 または制約す ることを禁止する憲法修正第15条 が発効 した。

法律 が出来たか らとい って,そ れがた だちに実行 された わけで はない。

1866年 にテネ シーで白人の暴力組織 クー ・クラックス ・クラン(KKK)が

組織 され,黒 人に残酷な暴力 を振 るい始めた。 この ような暴力は1870年 代 な

かばまで続いた。1880年 代 か ら1890年 代 にかけて南部では人頭税 の納付 を義

務付 けた り,読 み書 き能力 を試すなどして黒人か ら実質的に選挙権 を剥奪 し

てい った。 また,鉄 道の客車やホテル,レ ス トラン,学 校 な どの施設を利用

するさいに白人 と黒人 を同席 させ ないで分離す ることがステー トの法律で決

め られていった。1896年 には合衆 国最高裁判所 も 「分離すれ ども平等」 に扱

えば憲法 に反 しない という判決 を下 して人種分離制度 を合憲 と認めた。 この

「分離す れ ども平等」の原理が公立学校 には適用 され ない との合衆 国最高裁

判所 の判決が出たのは1954年 のことであった。 この判決は古い秩序 と新・たな

秩序 に画然 と一線 を引 き,激 動の時代 を生み出す原動力 となった。一つの時

代が終わ り,ま った く別の時代が始 まった。⑨

1848年 か ら進め られてきた女性 の参政権獲得運動 は19世 紀末か ら20世 紀初

めにかけて成果があが り始 めた。1890年 にワイオ ミングで初めて女性 の参政

権が認め られたあ と1918年 までに13の ステー トで女性が参政権 を行使す るよ

うになった。 さらに1920年8月18日 には憲法修正第19条 が発効 し,合 衆国全

体で女性の参政権が認められるようになった。1916年 にはモ ンタナか ら初の

合衆 国下院議員が誕生 した。

人口は南部 もふ くめて1870年6月1日 の3981万8449人 か ら1960年4月1日

の1億7932万3175人 に増えていた。

第3の 共和 国では投票権の制限や人種差別が禁 じられ,差 別是正措置(ア

ファーマテ ィブ ・アクシ ョン)が 講 じられるようになった。1964年1月23日

に人頭税やその他 の税金の未納 を理由 として投票権 を拒否 または制限するこ

とを禁 じる憲法修正第24条 が発効 した。1964年7月 に各種公衆用施設での人

種差別を禁止す る市民権法が成立 し,1965年 に合衆国政府の介入 によって投

票権 を保証する投票権法が成立 した。 この法律 によって黒人の選挙登録が激

増 した。選挙登録 をしていたのは1963年 には南部黒人の4分 の1で あったの
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が,1969年 には3分 の2に 増えた。

黒人の地位向上 とともにKKKの 活動がふたたび活発 になった。黒人の暴

動 も頻発す る ようになった。1965年2月 にはKKKの 暴力に対 して正当防衛

を主張 していたマルコムXが ニュー ヨークのハー レムで暗殺 され,同 年8月

にはロサ ンゼルスのワ ッツで黒人の大暴動が発生 した。1966年 にはシカゴ,

ロサ ンゼルス,ロ チェス ターで・暴動が起 こ り,1967年 にはニューアーク,デ

トロイ トで1965年 の ワッツ暴動 を上回る大暴動が起 きた。1968年4月 には非

暴力で人種差別 に反対 してきたキ ング牧師がテネシーのメンフィスで暗殺 さ

れた。

1983年 にキング牧師の誕生 日(1月15日)を 合衆国の祝 日とす る法律が採

択 され,1986年 か ら1月 の第3月 曜 日がキ ング牧師 を偲ぶ 日とされているが,

人種差別問題は今 日も依然 としてアメリカ社会の重大 な係争問題である。白

人のなかには大学の入学試験や就職 などで少数人種 や女性 を優遇す る措置は

逆差別であるとの声があ り,訴 訟が相次 ぎ,1990年 代後半 にはカリフォルニ

アやワシン トンなどのステー トで住民投票 によって廃止 されてい る。

バージニアの貧 しい12人 の兄弟姉妹の家族のなかで育ち,差 別是正措置の

おかげで高等教育を受 け,バ ンダー ビル ト大学教授 となったキャロル ・スウ

ェイ ンは2002年 に出版 した著書 「アメリカの新 しい白人ナシ ョナリズム:統

合 に対す るその挑戦』で過去10年 間に新 しい白人ナシ ョナ リス ト運動が力 を

つけてきてお り,脆 い人種関係 をすで に破壊す る力 を持ちつつあると指摘 し

ている。(lo)

ブ ッシュ大統領 も2003年1月20日 のキ ング牧師 を偲ぶ会 に出席 し,ア メリ

カのなかにはキ ング牧師の平等の夢か ら人々を尻込みさせ る偏見があること

を認 めている。 しか し,ブ ッシュ大統領 自身が これに先立つ1月15日 にミシ

ガ ン大学で実施 されている入学選考の さいに十分な数の人が入っていない少

i数派,す なわち黒人な どには総点150点 の評価 に20点 を加算する とか,特 別

な入学枠 を設けるとかの制度 は不公正であ り,憲 法違反であるとの意見書 を

合衆 国最高裁判所 に提出す ると言明 していたのである。

この ミシガン大学問題について合衆国最高裁判所 は2003年6月23日 に5対

4で 憲法 は一定の範囲で人種 を入学者選抜の判断材料 にす ることを禁 じてい
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ないとし,法 科大学院(ロ ースクール)で 優遇措置 をとることを合憲 と認めた。

しか し,6対3で 学部 において少数派のために一定の割 り合いで入学枠 を設

けた り,自 動的に評点を加算する措置 は違憲である との判決を下 した。(11)

この判決 は差別是正に対するアメリカ社会 の考 えが拮抗 していることを示

している。アメリカでは人種分離主義者 と奴隷制廃止論者 の抗争は今 も続い

ている。

人口は1970年4月1日 の2億330万2031人 か ら2000年4 .月1日 の2億8142

万2426人 に増 えている。

5.法 的には複数の一邦国家の同盟,政 治的には一つの多邦国家

アメリカ合衆国が複数のステー トの同盟であるのかtそ れ とも,複 数のス

テー トか ら成 る0つ の国家であるのかはアメ リカ合衆 国が建 国されて以来論

議 されている大問題である。私の用語では,各 ステー トが一つの国家である

一邦 国家(natiOn -State)の 同盟であるのか,そ れ とも,複 数のステー トか

ら成 る一つの国家である多邦国家(nation-states)で あるのかである。

1776年 に13の コロニー(植 民地)の 代表者が集 まって独立を宣言 した とき,

それぞれの コロニーはステー ト(邦)と なった。それぞれのステ`.ト は憲法

を制定 し,独 立国家 を確立 した。 こうして独立 したステー トは1777年7月12

日に大 陸会議で連合 と永続 的同盟の規約 について審議 を始め,同 年11月15日

にこれを承認 した。 この規約では13の 各ステー トはそれぞれが独立 と主権 を

保持 し,領 土内 を統治す る絶対権 を維持 していた。 この規約 を13の すべての

ステー トが批准 したのは1781年3月1日 であった。

よりいっそ う完全 な同盟 を望むステー トの代 表者たちが1787年5月25日 に

フィラデルフィアで憲法制定会議 を開 き,同 年9月17日 に制定 したのがアメ

リカ合衆国憲法である。 この会議のために各ステー トで選出された代議員の

総数は74人,出 席 した代議員は55人,最 終草案に署名 したのは39人 であった。

ユ3のステー トがすべ て批准 を終 えたのは1790年5月29日,ジ ョージ ・ワシン

トンが初代大統領 に就任 して1年 後であった。アメリカ合衆国は見切 り発車

した。合衆国憲法への反対が強 く,批 准が難航 したか らである。(12)

この憲法は欠陥憲法である。同盟への加盟の規定はあるが,脱 退の規定 は
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ない。 このために1860年 か ら1861年 にかけて奴隷制の廃止 に反対する11の 南

部のステー トが アメリカ合衆国か ら離脱 してアメリカ連盟国(南 部連盟)を

作 るとい う事態が起 こ り,こ れ を契機 として内戦が起 こった。

アメリカ合衆国は主権 国家である各ステー トが合意 して作 った ものである

か ら,合 衆 国が不 当な権力 を行使する時 にはそれに抵抗 し,合 衆国か ら離脱

す る権利があるという南部の主張 は法的には正 しい。 だか ら,リ ンカー ンも

1861年3月4日 の大統領就任演説でいかなるステー トも勝手 に合衆国か ら離

脱で きない と主張 したが,具 体的には何の措置 も採れなかった。離脱 を阻止

す る法的根拠はない。

リンカー ンが南部攻撃の口実 としたのは南部連盟 に参加 していた南 カロラ

イナにある合衆 国の砦が攻撃 され陥落 させ られたことである。 リンカー ンは

これ を反乱 と宣言 し,反 乱者 を鎮圧す ることを戦争開始の大義名分 とした。

この戦争 は反乱者 との戦争であって合衆 国か ら離脱 したステー トとの戦争で

はない とされた。

内戦中にアメリカ合衆国の北部は一邦 国家の同盟か ら一つの多邦国家 に成

り始めた。1861年8月 にこれまで徴税権 はステー トにあるとされて きたが,

合衆国が戦費 を調達するために課税権 を獲得 した。1862年2月 にはこれ まで

通貨の発行権 はステー トにあったが,合 衆国政府が統一通貨 を発行で きるよ

うになった。(13)

リンカーンは1861年3月 の大統領就任演説 においてすでに 「わが国家 はア

メリカ合衆国人民 を主権者 とし,連 邦政府 は 『人民』 を代表す る」 と述べて

いたが,1863年11月19日 にゲテ ィスバーグで行われた戦没者 を悼 む式典でそ

れを 「人民 による,人 民のための,人 民の政治」 と定式化 した時,そ こには

これ までステー トの同盟 としてステー トに依拠 して行われて きた合衆国の統

治を今後は直接 人民 に依拠 して行 うとの強い決意が込め られていた。(14)

1866年7月 にテネシーが合衆国に復帰 したのに続いて1870年 代 なかばまで

に11の ステー トがすべ て合衆国に戻 った。 アメリカ合衆国に一度加盟 したス

テー トは合衆国か ら離脱で きない との不文律ができた。 しか し,人 種分離制

度に見 られるように,ア メ リカ合衆国の南部は国家のなかの国家であった。

19世 紀後半か ら20世 紀全体 を通 じての鉄道,自 動車,航 空機 などの運輸交
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通手段 の発達 と第一次大戦へ の参戦,経 済大恐慌への対 策,第 二次大戦の勃

発,公 民権革命 などによ りアメリカ合衆国の0体 化 が進 んだ。

この問に共和党 と民主党の政治的立場は入れ代 わった。19世 紀 において リ

ンカ..__.ンの共和党 は奴隷解放の党であ り,北 部 を基盤 としていた。奴隷制廃

止をアメリカ全体 に広げるためにはアメリカ合衆 国の一体化 と合衆国の権力

の拡大が必要であった。アメ リカ大陸横断鉄道の建設はこれ を促進 した。他

方,民 主党 は奴隷制維持の党であ り,南 部を基盤 としていた。現 に奴隷制を

維持 しているステー トの権利 を確保することに努め,合 衆国権力の強化 に反

対 した。

20世 紀において民主党 は戦争遂行 とニューディール政策,公 民権確立 を進

めるなかでアメリカ合衆国の0体 化 と合衆 国権力 の拡大 を図るようになった。

他方,共 和党 はステー トの権利確保 と小 さな政府 をめざす ようになった。

21世 紀 に入 り共和党 は9.11事 件 を契機 とす るアフガ ン戦争 とイラク戦争 の

遂行,本 土安全保障省 の設置 などを進めるなかでアメ リカ合衆 国の0体 化 と

合衆国権力の拡大 を図ってい る。

アメリカ合衆国は法的には依然 としてステー トの同盟である。それ を明 ら

かに したのが2000年 の大統領選挙の結果である。 この ときブ ッシュは得票数,

得票率 ともにゴアよ りも少 なかったが,各 ステ...._.トごとに選 ばれ る大統領選

挙人の数でブ ッシュが ゴアを上回ったので当選 となった。 この ような事態 は

これ まで今回を含めて4回 あった。最初は1824年 の第16代 大統領 を決める時,

2回 目は1876年 の第19代 大統領 を決める時,3回 目は1888年 の第23代 大統領

を決める時,4回 目は今回の2000年 の第43代 大統領 を決 める時である。 しか

し,い ずれの時 も選挙制度の見直 しには至 らなかった。それは建 国以来の憲

法体制の根幹 を見直す ことになるか らである。

他方,政 治的には南北戦争以後 アメ リカ合衆 国は一つの国であって各ステ

ー トは合衆 国か ら離脱 できない という暗黙の合意が成立 している。離脱が流

血の惨事 を招いたか らである。

アメリカ国民の多 くは形式的にはアメリカ合衆国を一つの国 として認めな

が ら,実 体 としてはステー トの同盟 としてのアメ リカ合衆国を望んでいる よ

うである。
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6.広 くて豊 か な社 会 と貧 しい 人 々

ア メ リカ は広 い 国で あ る。1999年 末 現 在 で ア メ リ カ合 衆 国 の面 積 は973万

2610平 方 キ ロ メ ー トル,ロ シ ア,カ ナ ダ,中 国 につ い で 世 界 で4番 目に大 き

な 国 で あ る。 日本 は37万7727平 方 キ ロ メ ー トル,世 界 で60番 目,ア メ リカ の

お よそ25分 の1で あ る 。 日本 は ア メ リカ の 一 つ のス テー トであ るカ リフォル

ニア に も及 ぼ ない。人 口 はアメ リカが2億7290万 人,中 国,イ ン ドにつ い で

世 界 第3位,日 本 の 人 口1億2650万 人 の2倍 以 上 で あ る。

ア メ リ カ は豊 か な 国で あ る。1999年 の 国 内 総 生 産(GDP)は ア メ リ カ が

9兆1521億 ドル で 世 界 第1位,日 本 が4兆3469億 ドル で 世 界 第2位 で あ る。

単 純 な 一 人 当 た りGDPで は 日本 が3万4340ド ル で あ り,ル ク セ ン ブ ル グ,

バ ミュ ー ダ,ス イ ス につ い で ノ ル ウエ ー と同 額 で共 に世界 第4位,ア メ リ カ

はそ の 次 で3万3540ド ル,世 界 第6位 で あ る。 購 買 力 平 価 に よ る一 人 当た り

GDPで は ア メ リ カ が3万1910ド ル,日 本 が2万5170ド ル で ア メ リ カが 上 で

あ る 。 情 報 化 の点 で もア メ リカは進 ん でい る。 ア メ リカの人 口100人 当 た り

の コ ン ピ ュ ー ター の 普 及 率 は55.5,イ ンタ ー ネ ッ ト ・ホ ス トは266.1,日 本 は

そ れ ぞ れ31.5と36.7で あ る。

つ い で な が ら ロ シ ア のGDPは4014億 ドル,購 買 力 平 価 に よ る 一 人 当 り

GDPは6990ド ル,中 国 のGDPは9895億 ドル,購 買 力 平 価 に よ る 一 人 当 り

GDPは3550ド ル で あ る 。 ロ シ ア の コ ン ピ ュ ー ター の普及 率 は4.3,イ ン タ ー

ネ ッ ト ・ホ ス トは2.0,中 国 はそ れ ぞ れ1.6と0.1で あ る 。 ア メ リ カが 経 済 力 の

点 で も情報化 の点 で も著 し く大 き く進 んでい る こ とは間違 い ない。(15)

ア メ リ カ は 人種 的 に多 様 な 国 で あ る。・アメ リカ には白人の他 に黒人,先 住

民,ア ジ ア系,太 平 洋 諸 島民 な どの さ ま ざ まな 人種 の人 が住 んで いる。そ の

割 り合 い は2000年 の統 計 で 白人2億1146万1000人,75.1%,黒 人3465万8000

人,12.3%,先 住 民247万6000人,a.9%,ア ジ ア系1024万3000人,3.6%,太

平 洋 諸 島 民39万9000人,0.1%,そ の他 の 人 種5.5%,複 数 人 種2.4%で あ っ た。

この 人 種 に よ る 区 分 の他 にスペ イ ン語 を話 す ヒスパ ニ ック とい う分類 があ る。

ヒスパ ニ ックに は人種 的 には 白人 も黒 人 もい る。 この ヒスパ ニ ックは2000年

の段 階 で3530万6000人,12.5%で あ っ た が,2002年7月1日 現 在 で は3880万
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人 に達 し,ア メ リカ史上初めて黒人人口の3830万 人 を越 えた。(16)

アメリカ社会 はこの ような様 々な人種が一つ に溶け合った「人種のるつぼ」

であるとか,様 々な人種が混 じり合 った 「人種のサ ラダ ・ボール」 とか とい

われているが,ア メリカ社会 はその両者の要素 を合 わせ持 っている。 どち ら

か と言 うと,後 者の性格が強いが,そ れで も人種間の融合が進んでいる。(17)

アメリカは宗教的 にも多様 な国である。アメ リカ合衆国憲法修正第1条 は

宗教 を国定 した り,宗 教上の 自由な活動 を禁止 した りすることを禁 じてお り,

政教分離の もとに信教の 自由を保証 している。 したがって,ア メ リカには世

界の主要宗教 であるキ リス ト教,ユ ダヤ教,イ ス ラム教,仏 教の信者がすべ

て存在 している。 アメ リカで信者が もっとも多いのはキ リス ト教であ り,約

1億5830万 人,そ の うちプロテスタン トは約8370万 人,ロ ーマ ・カ トリック

は約6200万 人,東 方正教会は約400万 人である。 この他 にユ ダヤ教が約380万

人,イ ス ラム教が約300万 人,仏 教が約50万 人の信者 を擁 しているといわれ

ている。(18)

別 の資料 によると,2000年 の段 階でプロテスタン トのなかでの最大の集団

はイギ リスのビュー一リタンの流 れを引 くバ プテス トであ り,バ プテス ト教会

だけで も何十 もの教派がある。その うちもっとも大 きいのは1596万 人の信者

がいる南部バ プテス ト教会である。第2の 集団はイギ リス国教会改革運動 と

して始め られたメソジス トであ り,こ れ も多 くの教派 に分かれているが,そ

のうちもっ とも大 きいのは834万1000人 の信者が いる連合 メソジス ト教会 で

ある。第3は 非 ピューリタン系 プロテスタン トのルター派であ り,そ のうち

もっとも大 きいのは512万6000人 の信者のいる福音ル ター派教会 である。第

4は モルモ ン教 とい う名前で知 られる末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会であ り,

520万9000人 の信 者 を擁す る。第5は257万8000人 の信者 のいる神 の集 い,

231万1000人 の信者のいる監督教会派,137万7000人 の信者がいるキ リス ト連

合教会 な どである。 この他にローマ ・カ トリック教会が6368万3000入,北 ア

メリカ ・南 アメリカ ・ギ リシャ正教 司教教会が150万 人,ユ ダヤ教が2001年

に615万 人の信者 を擁 していた といわれている。(19)

資料 によって数値 に違いがあるが,ア メリカ人の多 くがユ ダヤ ・キ リス ト

教 的伝統の宗教 を信 じてお り,こ れが 「見 えざる国教」 の役割を果た してい
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る。(20)

先 に も見 た よ うに,ア メ リ カ は全 体 と して は 豊 か な社 会 で あ るが,問 題 な

の は貧 富 の格 差 が 増 大 し,豊 か な 人 と貧 しい 人 との 二極 化 が進 んで い るこ と

であ る。例 えば,1959年 に所 得 上 位4%(210万 世 帯)の 総 所 得310億 ドル は

下 位35%(1830万 世 帯)の 所 得 総 額 と同 額 で あ っ た の が,1989年 に は所 得 上

位4%(380万 世 帯)の 総 所 得4520億 ドル は 下 位51%(4920万 世 帯)の 所 得

総 額 と同額 に な っ て い る。(21)

ア メ リ カ に は 貧 困 ラ イ ン とい うの が あ る。 これ は物価 やそ の他 の 関係 で年

に よって若 干 の違 いが あ るが,こ の と こ ろ4人 家 族 で 年 収 約1万8000ド ル

(1ド ル=120円 と して216万 円)で あ る 。

2000年 の 世 帯 所 得 で 見 る と,ア メ リ カの 全 世 帯 数 は7238万8000,平 均 年 収

は5万890ド ル,年 収7万5000ド ル 以 上 は29.6%,貧 困 ラ イ ン以 下 は8.6%,

622万2000世 帯,3105万4000人(人 口比 で11.3%,以 下 同様)で あ っ た 。

そ の 内 訳 は 白人 の総 世 帯 数が6022万2000,平 均 年 収 が5万3256ド ル,年 収

7万5000ド ル 以 上 が31.4%,貧 困 ラ イ ン以 下 が6.9%,415万1000世 帯,2124

万2000人(9.4%),黒 人 の 総 世 帯i数 は881万4000,平 均 年 収 は3万4192ド ル,

年 収7万5000ド ル 以 上 は15.6%,貧 困 ラ イ ン以 下 は19.1%,168万5000世 帯,

786万2000人(22.0%),ア ジ ア太 平 洋 諸 島 民 の 総 世 帯 数 は266万3000,平 均

年 収 は6万1511ド ル,年 収7万5000ド ル 以 上 は39.3%,貧 困 ラ イ ン以 下 は

8.8%s23万5000世 帯,121万4000人(10.7%),ヒ ス パ ニ ッ ク の 総 世 帯 数 は

772万8000,平 均 年 収 は3万5054ド ル,年 収7万5000ド ル 以 上 は14.1%,貧

困 ラ イ ン以 下 は18.5%,143万1000世 帯,715万3000人(21.2%)で あ る。(22)

2001年 の資 料 で見 る と,一 世 帯 当 た りの平 均 年 収 は4万2228ド ル で あ っ た 。

一 番 収 入 の 多 い の は アジ ア太平 洋系 で5万3635ド ル
,つ い で非 ヒ スパ ニ ッ ク

白人4万6305ド ル,ヒ スパ ニ ッ ク3万3565ド ル,黒 人2万9470ド ル で あ っ た 。

この 年 の 貧 困 ラ イ ンは4人 家 族 で 年 収1万8104ド ル,そ れ 以 下 の 収 入 で 生 活

して い た 人 が3290万 人(11.7%)い た 。 率 と して貧 困 ラ イ ン以 下 の 人 が もっ

とも多 い の は黒 人 の23%,つ い で ヒス パ ニ ッ ク の21%,ア ジ ア太 平 洋 系 の

10%,非 ヒス パ ニ ック 白 人 の8%で あ る。

私 が 住 ん で い た ニ ュ ー ジ ャー ジで も黒人 とヒスパ ニ ックな どで年収10万 ド
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ル以 上 の人が い る し,そ のi数 は増 え て い る。1990年 に4万3639人 で あ った の

が,2001年 に は7万341人 に な っ て い る 。 黒 人 の 方 が 白 人 よ りも平均 年収 が

多 い町が あ る。 ミ ドルセサ ックス郡 サ ウス プ レイ ンフ ィール ド町で は黒 人 の

平均 年収 は7万7167ド ル,白 人 の平 均 年 収 は6万6232ド ル,バ ー ゲ ン郡 バ ー

ゲ ン フ ィー ル ド町 で は黒 人の平 均年収 が6万6429ド ル,白 人 の 平 均 年 収 が5

万7358ド ル で あ る。(23)

ア メ リ カ商 務 省 が2003年9月28日 に発 表 した2002年 の 貧 困 統 計 に よ る と,

同 年 の 貧 困 者 数 は3460万 人(12.1%)で あ り,2000年 以 来3年 連 続 して 数 ・

率 と も に増 え て い る。 白人 と黒 人,ヒ スパ ニ ッ ク の な か で の 階 層 分 化 が 進 ん

でお り,白 人 は豊 か で,黒 人 と ヒスパ ニ ック は貧 しい と一概 には言 えな くな

ってい るが,そ の 日そ の 日の生 活 に も困 る人 が10人 に1人 以 上 い る とい う社

会 は決 して健 全 な社 会 で はない。黒 人 の場合 は5人 に1人 以 上 が 貧 しい 人 で

あ る。

7.不 公正な選挙 と金持ち民主主義

アメ リカ人は一般 に政治好 きである。アメリカ人は絶対主義的な王権の も

とでの従属的な生活 を拒否 し,は るばる大西洋 を越 えて新世界での 自立的な

生活 も求めて きた人 である。 自分の運命は自分で決め,自 分で切 り開 こうと

する人々である。

独立革命 もイギ リスが アメリカの植民者たちの合意 なしに一方的に税金 を

課 したことか ら始 まった。 自分や 自分 の代理人がいない ところで決めたこと

には従 わない。 これがアメリカ人の原則である。 したがって,直 接住民の意

志 を問 う住民投票や代理人を選ぶ選挙が頻繁 に行われることになる。

合衆 国の大統領 は4年 ごとに選ばれ,下 院議員は入[数 に応 じて2年 ごと

に選挙 される。上院議員は任期が6年 であ り,各 ステ.___トか ら2名 ずつ選 ば

れる。50の ステー トの代表100名 は2年 ごとに3分 の1ず つ改選 され る。 こ

の他 に各ステー トのガバ ナー(統 治者,知 事),上 院議員,下 院議員,市 町

村 の執行者,代 議員 などが選 ばれる。 これ らの任期 は2年 か ら4年 であ り,

ステー トによって異 なる。

2000年 大統領選挙 のときの18歳 以上 の有権者総数(投 票権のない外 国人 も
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含 む)は2億260万 人,ア メ リカでは有権者は 自動的 に投票権 を得 られず,

あ らか じめ登録 しておかなければな らないが,そ の登録率は有権者総数に対

して63.9%,投 票率 は同 じく有権者総数に対 して54.7%で あった。

投票総数は1億539万7000票,民 主党 のゴア候補が5099万2000票,共 和党

のブ ッシュ候補が5045万5000票,緑 の党のネーダー候補が288万3000票 を獲

得 し,ゴ ア候補が第1位 であった。 しか し,先 にも述べたごとく,大 統領選

挙人の数でブ ッシュ候補が271人 を獲得 し,ゴ ア候補の266人 を5人 上 回った

ので当選 となった。(24)

アメ リカでは選挙が常 に公正 に行われているとは言い難い。建 国当初 に選

挙権 を与え られたのは白人の男性 だけであった。 白人の女性 と黒人や先住民

の男女 には選挙権 は与 え られなかった。後 に黒人や先住民 にも選挙権が与 え

られるようになったが,い ろいろな理由をつけてそれが剥奪 されてきた こと

は前に見 た通 りである。そ して,そ れが今 も続いている。

2000年11月 の大統領選挙の開票時にブッシュ候補 の弟 ジェブ ・ブッシュが

ガバナーを務めるフロリダで直接投票の開票 をめ ぐって紛争が起 こり裁判沙

汰になったことは良 く知 られているが,実 はジェブ ・ブ ッシュは選挙の5か

月前に5万7700人 を選挙人名簿か ら一掃す る措置 を採 っていた。選挙権が認

め られない犯罪者だか らとい う理 由であったが,そ のほとんどの人 は無実で

あ り,大 多数が黒人であったか らであるといわれている。(25)

2000年 の大統領選挙 では黒人の92%は 民主党 に投票 し,共 和党 に投票 した

のはわずかに8%に しかす ぎなかったので,こ のようなことが なければ ゴア

候補 は間違 いな く当選 していた。(26)

2002年 度アカデ ミー一賞 ドキュメ ンタリー長編賞 を受賞 した映画監督マイケ

ル ・ムーアはこれ をアメリカ的 クーデターと名付 け,ア カデ ミー賞授賞式で

ブ ッシュは恥 を知れ と挨拶 した。(27)

2000年 の大統領選挙 と同時 に行 われた議会選挙の結果は下院で共和党221

議席,民 主党211議 席,そ の他2議 席,上 院で共和党50議 席,民 主党50議 席

であった。 これが2002年 の中間選挙 の結果,下 院で共和党が229議i席,民 主

党が205議 席,そ の他1議i席,上 院で共和党が51議 席,民 主党が48議 席,そ

の他が1議 席 となった。ステー トのガバナーは共和党26人,民 主党24人 であ
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る。共和党が大統領職を獲得 した他,合 衆国の上下両院の多数派 とな り,ス

テー トのガバナーの過半数 をお さえた。現在 は共和党優位である。

アメ リカの選挙の第1の 問題点 は選挙 に多額の費用 が掛 かることである。

2000年 の大統領選挙 についての資料は手 もとにないが,民 主党の クリン トン

と共和党の ドールが争 った1996年 の大統領選挙 で1995-96年 の予備選挙の段

階だけで両者 によって2億4390万 ドルが使われている。そのうち1億2640万

ドルが個入献金,5600万 ドルが合衆国政府の選挙資金であった。内訳 は民主

党が個人献金3130万 ドル,合 衆国政府の選挙資金1400万 ドル,計4620万 ドル,

共和党が個人献金9310万 ドル,合 衆 国政府 の選挙資金4160万 ドル,計1億

8700万 ドルである。民主党 は現職大統領の再選運動 であったので共和党の4

分の1で 済んでいるがi共 和党は予備選挙 だけで224億4000万 円使 っている。

その うち111億7200万 円は個人か らの寄付金である。(28)

上下両院の選挙 についてい うと,予 備選挙,本 選挙 を含めて1999-2000年

の2年 間(暦 年)に すべての政党が集めた金は6億1040万 ドル,使 った金は

5億7230万 ドル,そ の うち個人か ら集めた金 は3億1560万 ドル(378億7200

万 円)で ある。(29)

金集めがで きない と選挙 に立てない し,当 選で きない。 もちろん,候 補者

自身が多額の金 を持 っていない と選挙 はで きない。テ レビを通 じての宣伝が

盛 んに行われるようになって選挙費用 は急激に増大 している。アメリカ民主

主義は金持 ち民主主義 である。

第2の 問題点は投票権 を得 るためには登録が必要であ り,時 には恣意的に

投票権の剥奪が行われることである。2000年 の大統領選挙の年に登録率が低

かったのは18-20歳 と21-24歳 の青年(そ れぞれ40.5%と49.3%),ヒ スパ ニ

ック(34.9%),失 業者(46.1%)な どである。 同 じく投票率の低 いの もこの

人た ちであ る。青年(28.4%と24.2%),ヒ スパ ニ ック(27.5%),失 業者

(35.1%)で ある。政治 による救 い をもっとも必要 とす る人が投票 で きない

のである。(30)

2000年 大統領選挙 でのブッシュの大統領当選は未だに不法であ り,ク ーデ

タ..一一.であるといわれている。そのためにブ ッシュ大統領 は2002年 の中問選挙

での勝利をめざした。 これは成功 した。
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8.自 己中心の力の信奉者

2001年1月 に息子のブ ッシュ政権 は発足 したが,人 気 はいま一つであった。

ブル ッキ ングズ研究所 の世論調査 によると,2001年7月 のアメ リカ国民の政

府信頼度 は29%で あった。それが2001年9月11日 の事件のあ と急上昇 した。

2001年9月14日 に上下両院はテロを計画,実 行 した り,こ のような個人や組

織 をか くまった国家 などに軍事力 を行使す る権 限を大統領 に与 える決議を採

択 した。反対 したのは民主党の黒人女性下院議員ただ一人であった。 ブッシ

ュ大統領 はアフガニス タンの タリバ ン政権 を攻撃 した。誰かに復讐 したかっ

たアメリカ国民 はこれを支持 した。政府支持率 は2001年10月 には57%に なっ

た。 しか し,2002年5月 には再び40%に 下がった。

そ こで打 った手が2002年6月6日 の本土安全保障省 の創設提案であった。

その直後 の 『今 日の アメ リカ』紙 とCNNテ レビお よびギャラップ世論調査

の合 同調査では72%の 人が この提案 を支持 した。共和党が多数派 の下院で は

早 々にこの法案 は通過 したが,民 主党が多数派の上院では審議が難航 した。

共和党は2002年11月 の中間選挙でこれ を最大限に利用 した。民主党はテロ対

策 に熱心でない と批判 された。民主党は受け身に回った。

共和党はテロとの戦争 を前面に出 し民主党に追い討ちをかけた。ブ ッシュ

大統領はイラクに対 して軍事力 を行使する権限を与 えるように上下両院に要

請 した。2002年10月10日 に上院は77対23,下 院は296対133で これを承認 した。

改選 を控 えた上院議員 でこれに反対 したのは民主党の ミネソタ選 出議員ウェ

ールス トンただ0人 であった。共和党 はウェールス トンに攻撃 を集中すると

ともに民主党の候補者 にテロ対策 とイラクとの戦争 で踏み絵 を踏 ませ た。

ミネソタの上院議員選挙 は2002年 中間選挙の天王山 となった。 ブッシュ大

統領 はウェールス トンの対立候補 として元セ ン トポール市長であった民主党

の コールマ ンを民主党か ら引 き抜いて共和党の上院議員候補者 とし,選 挙資

金集めな どで積極的に支援 した。 ウェールス トンは選挙運動 中に飛行機事故

で死亡 した。民主党は急遽,元 副大統領モ ンデールを立てたが,コ ールマ ン

に破れた。

ブ ッシュ大統領 はミゾリーで も現職の共和党下院議員 ター レン トを共和党
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上 院議員候補者 として引っ張 りだ し,積 極的 に支援 して当選 させた。落選 し

たのは2000年 の選挙運動 中に飛行機事故で亡 くなったが,当 選 した夫 に代わ

って上 院議員 となった民主党の現職 カーナハ ン女史であった。

共和党はアー カンソーで現職が民主党の新人候補に負 けて落選 したが,ジ

ョー ジアでは民主党の現職を敗 って当選 し,結 局,2議 席増や して選挙前 の

49議 席か ら51と な り上院の多数派 となった。ブ ッシュ大統領の作戦勝ちであ

った。

2003年3月19日,ブ ッシュ大統領 はイラクの フセイ ン政権へ の攻撃 を開始

した。戦争はまだ続いている。

アメ リカが他国の内政 に干渉 し,当 該国の政権 を打倒 したのは今 に始 まっ

た ことではない。植民者たちは他人の土地 に勝手 に入 り込み,先 住者 か ら土

地を安 く買 った り力で取 り上げた りして生活を始めた。なかには先住者か ら

土地 を正当な値段 で買い取 り,先 住民 と平和的に仲良 く暮 らし,と もに幸せ

に生 きようとする人々がいたが,そ の多 くは 「明白な運命」 などとい う勝手

な理屈 をつけて西部へ の進 出を合理化 して国を広げていった。1890年 の南 ダ

コダの ウー ンデ ッ ドニーでの先住民300人 あま りの虐殺 は北 アメリカ大 陸で

のフロンティア ・ラインの消滅,先 住民征服の完了を象徴する事件 であった。

アメリカ人の進出 ・膨張 は中央 アメ リカ ・南アメリカ,さ らに海 を越 えた

国々に向かった。アメリカは1898年 のスペイ ンとの戦争 を契機 としてキュー

バ,プ エル トリコ,フ ィリピン,ハ ワイを奪取 した。アメリカの外国での武

力行使は枚挙に暇が ない。その延長線上に朝鮮戦争,ベ トナム戦争,湾 岸戦

争,コ ソボ戦争,ア フガン戦争,イ ラク戦争が ある。(31)

アメ リカ人 は自分たちの考 え方,生 活の仕方が最良である と考 えている。

アメ リカ人はアメリカが世界 であ り,世 界はアメリカを中心 として動いてい

るし,動 くのが当然であると考えている。アメリカ人は自己中心的である。

アメリカ人には力の信奉者が多 く,武 力行使 についての反省が少 ない。む

しろ,独 立革命,南 北戦争,第 一次大戦,第 二次大戦などの武力行使が結果

的には正義を実現 した との思 いがあ り,武 力行使 を正 当化する考 え方が強い。

ア ンブロースの ような歴史家 でさえ先住民やスペ イン,メ キシコな どか ら土

地 を奪って進め られたアメ リカ合衆国の膨張 は結果的には良かった として肯
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定的に捉 えてい る。(32)

アメ リカのマス コミュニケーシ ョンや教育の場 でもアメリカ社会 に対する

根本的な批判が少ないために同 じ過ちを繰 り返す ことになっている。

しか し,す べてのアメリカ人が同 じように考 え,行 動 しているわけではな

い。真摯に自分 を見つめ,す べ ての人の思想 ・信条 を尊重 し,他 のすべての

人 と共存 ・共生 しようとしている人 もい る。アメ リカは大 きくな り過 ぎ,大

きな失敗 をす ることによって深 く反省 し,考 え方,生 き方 を大 きく変えざる

を得な くなる時が くるであろう。

9.む すび

西暦紀元前5万 年 くらい までは人類発祥の地 といわれる東 アフリカが文化

発展の中心であった。その後いまか ら4万 年 ほど前 に初めて石器 を作 り,水

路 を移動 の手段 とした といわれ るオース トラリアの原住民(ク ロマニオ ン

人)に 文化発展 の中心が移 った。歴史時代 に入 り中国が科学技術 の発農で主

導 的な役割 を果たす ようになった。西暦紀元後1000年 か ら1450年 くらいまで

はイスラム諸国の知識 と科学が地球的な意味を持 っていた。西洋諸国が支配

的な地位 を占めるようになったのはこの500年 ほ どのことである。歴史的に

は短い期 間の現象である。西暦紀元前8500年 か ら西暦紀元後1450年 までの ヨ

ーロッパ は古典古代の諸国家 を除いて全体 としてユーラシアの もっ とも発展

していなか った部分であった。(33)

近現代のアメリカの歴史はヨーロ ッパの勃興 とともに始 まった。当初アメ

リカは ヨーロッパ諸 国の植民地であった。1776年 の独 立宣言後1863年 の奴隷

解放宣言 までは奴隷制度が公然 と存在 した社会であった。その後 も1950-60

年 代の公民権革命 までは黒人に対す る激 しい人種差別が続 き,黒 人がやっ と

人間としての権利 を獲得するようになったのは1970年 代初めのことである。

それか ら現在 までわずかに30年 余,い まだに人種差別が残 っている社会であ

る。(34)

アメリカは経済的には世界一である。アメ リカにとって差 し当たっての最

大 の競争相手は ヨーロ ッパ連合(EU)で ある。現在 の ところ経済規模 でみ

て ヨーロ ッパ最大の ドイツで もアメ リカの4分 の1で あるが,EU全 体 では
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ほ ぼ同規模 である。EUは 人 口がアメリカを大 きく上回 り,世 界の輸出市場

でのシェアもそ うである。EUが 計画通 り今後数十年に中央 ヨー ロッパ諸国

に徐 々に拡大 していけば1ア メ リカとの差は さらに広がるであろう。 さらに

中国が急速にアメリカの後 を追 っている。中国は20世 紀の最後の20年 間に国

民総生産(GNP)が3倍 になった。中国経済が年6%の 成長 を続 ける とす る

な ら,2020年 前後 には中国は経済規模 でアメリカに並 び,2065年 か ら2095年 ま

での どこかで入口___,人当た りのGNPで アメリカに並ぶ といわれている。(35)

差 し当た り21世 紀の前半 はまだ西洋の優位が続 くであろ う。 アメ リカは世

界一の地位 を維持す るために努力 し,ヨ ーロ ッパ連合 もいっそ う拡大 ・強化

す るであろう。 この間に中国は巨大 な勢力 となるであろう。

アメリカは軍事 的にも世界一・である。1999年 のアメリカの国防予算 は2888

億 ドルで世界第1位 であ る。 日本 の411億 ドル,イ ギ リスの346億 ドル,ロ シ

アの310億 ドル,フ ランスの295億 ドル,ド イツの247億 ドル,中 国の126・億 ド

ル,イ ン ド107億 ドルなどの合計 よ りも多い。 アメ リカは核戦力 と通常戦力

の双方で世界全体 を作戦範囲に し得 る唯一一の国である。(36)

アメリカはこの強大 な軍事力 を行使 して21世 紀の新 しい地球秩序 を作 ろう

としている。湾岸戦争,コ ソボ戦争,ア フガ ン戦争,イ ラク戦争はそのあ ら

われである。中には2001年9月11日 の事件 を切 っ掛 けとしてアメリカは 「帝

国」 に変貌 した と主張す る論者がいる。確 かに他国の政府 を変 えて しまう目

的のためにアメ リカ単独 であって も戦争 を辞 さない国 を 「帝国」 と呼ぶ こと

は誇張でないか も知れない。 しか し,こ の論者 自身が指摘 しているように,

これはアメ リカが採る政策の一つであって,変 わ りうるものである。(37)

現 実 には2002年 のアフガニスタンのタリバ ン政権,2003年 のイラクのフセ

イ ン政権 に対す る戦争が示す ように事態 は決 してアメリカの思 うように進ん

でいない。アメ リカは自国の考 えを無条件に他 国に押 し付 け られるほど強い

国ではない。アメ リカを 「帝国」 として固定化すべ きではないであろう。(38)

戦 争は交戦国双方の社会の質 を変える。時 にはそれ を行 った者 の意志に反

するように変 える。朝鮮戦争 とベ トナム戦争が公民権革命 を促進 しアメリカ

社会 の質 を変 えた ように湾岸戦争,コ ソボ戦争,ア フガ ン戦争,イ ラク戦争

がアメリカ社会の質 を変える可能性がある。
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アメ リカ社会が当面 している課題 は人種差別の克服 と貧困の根絶である。

アメ リカは武力 によって問題 を解決 しようとす る考 えか ら脱 しなければなら

ない。現在のブ ッシュ政権の対外政策に大 きな影響 を与えている といわれる

シ ンクタンク 「アメリカ新世 紀プロジェク ト」のロバー ト・ケーガンはアメ

リカが強力 とな り,強 国の流儀 で行動 していることを誇 り,EUを 生み出 し

た ヨーロ ッパ を弱い ものの立場か ら世界 を見ていると蔑み,ヨ ーロッパ とア

メリカが同 じ世界観 を共有 しているという幻想 にすが るのは止めるべ きであ

る と主張 しているが,こ のようなケーガンの考 えは彼 自身とともにアメ リカ

社会が まだ十分 に成熟 していないことを反映する ものである。(39)

ア メリカは発展途上の社会である。
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